
旭川医科大学
キャンパス
マスタープラン2022
Campus Master Plan 2022

Asahikawa Medical University Campus Master Plan 2022

引用元：Google社「Google マップ、Google Earth」



ごあいさつ

Asahikawa Medical University Campus Master Plan 2022 02

本学は医師不足を解消し、道北・
道東の地域医療に貢献すべく新設医
科大学として1973年に旭川市に設立
されました。1996年には看護学科も
設立され、これまで、数多くの医師、
看護職者を輩出し、地域医療を担う
とともに、医学・医療の発展に寄与
してきました。皆様のご協力のおか
げをもちまして、本学は2023年11
月に節目の50周年を迎えます。

旭川市は雄大な大雪山系、十勝連
峰のふもとの盆地にある自然に恵ま
れた美しい街で、日本を代表する観
光拠点の1つでもあります。また、
本学キャンパスは旭川空港から車で
十数分の位置にあり、本州へのアク
セスも容易です。今後、旭川の魅力
を十分に活かしながら、大学を発展
させ、本学の使命を十分に果たして
いきたいと考えております。

本学の医科大学としての教育・研
究・診療機能を維持し、高めていく
ためにはキャンパス内施設の不断の
整備および更新が欠かせません。こ
のたび、キャンパスマスタープラン
2016を継承し、第4期中期目標・中
期計画に沿った形でキャンパスマス
タープラン2022を定めました。

これまで本学では施設の一部の新
営、増設、改修を随時行ってきまし
たが、2006年度の再開発から16年
が経過した附属病院や開学以来ほと
んど改修されていない学生の福利厚
生施設をはじめ、キャンパス内の多
くの施設で老朽化が進んでいます。

旭川医科大学
キャンパスマスタープラン2022

また、本プランにまとめられてい
る通り、敷地利用、キャンパスの動
線、駐車場、インフラなどの点でも
多数の解決しなければならない課題
が存在します。さらに、省エネル
ギーの推進も今後の重要な課題であ
ると認識しています。

厳しい財政状況ですが、全学的に
知恵を出し合って財源を確保するよ
う努め、適切に施設の整備と更新を
進めていきます。また、施設マネジ
メントを徹底し、保有施設の有効な
利用にも力を入れていく所存です。

学長（第８代）

西川 祐司
令和４年４月１日～
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旭川医科大学の理念・目標

旭
川
医
科
大
学

第2期中期目標
・中期計画

第3期中期目標
・中期計画

第4期中期目標
・中期計画

第5期中期目標
・中期計画

キャンパス
マスタープラン

2009

キャンパス
マスタープラン

2016

キャンパス
マスタープラン

2022

キャンパス
マスタープラン

2028

2017～ インフラ長寿命化計画（行動計画）

文
部
科
学
省

第3次施設整備
5か年計画

第4次施設整備
5か年計画

第5次施設整備
5か年計画

第6次施設整備
5か年計画

2021～ インフラ長寿命化計画（個別施設計画）

キャンパスマスタープラン２０２２について

旭川医科大学が定めた教育理念・目標を具現化するために策定した第４期中期目
標・中期計画に沿いつつ、文部科学省の「第６期科学技術イノベーション基本計画」、
「第５次国立大学法人等施設整備５か年計画」を踏まえ、質的向上への戦略的整備，
地球環境に配慮した安全安心な教育・研究・診療環境を確保し、魅力あるキャンパス
として整備することを目標にする。

■目的

■目標

「旭川医科大学キャンパスマスタープラン2022」は、これまでの2016版を継承し、
大学の理念・目標に基づき、学長のリーダーシップのもと、キャンパス整備に関する
目標と、それを実現するための方針を定め、土地・施設を大学全体の共有財産として、
長期間にわたり良好な状態で有効に活用し、教育・研究・診療が推進される環境と質
の確保を図ることを目的とする。
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■位置づけ

■構成

基本方針に基づき整備方針、活用方針及び部門別計画を策定する。キャンパスマス
タープランの実現に向けて、具体的な整備行動計画を策定し、「旭川医科大学インフ
ラ長寿命化計画（個別施設計画）」と連動し、施設整備、施設マネジメントを一体的
に推進するものとする。



■学部

教育理念・目標・ミッションの再定義

教育の理念
豊かな人間性と幅広い学問的視野を有し、生命の尊厳と高い倫理観を持ち、高度

な知識・技術を身につけた医療人及び研究者を育成する。また、地域医療に根ざし
た医療・福祉の向上に貢献する医療者を育てる。さらに、教育、研究、医療活動を
通じて国際社会の発展に寄与する医師及び看護職者の養成に努める。
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教育の目標
旭川医科大学は上記の理念の下にこれらを達成するため、次のような目標を掲げる。

1. 幅広い教養とモラルを養うことにより、豊かな人間性を形成する。
2. 生命の尊厳と医の倫理をわきまえる能力を養い、病める人を思い遣る心を育てる。
3. 全人的な医療人能力や高度な専門知識を得るとともに、生涯に亘る学習・研究能

力を身につける。
4. 幅広いコミュニケーション能力を持ち、安全管理・チーム医療を実践する資質を

身につける。
5. 地域・僻地住民の医療や福祉を理解し、それらに十分貢献しうる意欲と能力を獲

得する。
6. 積極的な国際交流や国際貢献のための幅広い視野と能力を習得する。

理念
１．医療系大学院として、基礎研究と臨床研究の多様な取組を通し、医学・看護学

の総合的な発展を図ります。
２．自主・自律の精神を以て深く真理を探究し、真摯な研究活動を通して知の創造

を目指します。
３．多様で調和のとれた教育体系のもと、豊かな教養と高い人間性、厳しい倫理観

を備えた、優れた研究者と高度の専門能力を持つ人材を育成します。
４．開かれた大学院として、地域に根ざすと同時に世界との連携にも努め、医療

福祉の向上と国際社会の調和に貢献します。

■大学院

教育目標
博士課程[医学専攻]

秀でた独創性、豊かな人間性、厳しい倫理観を備えた、医学教育者・研究者の育成
地域社会の医療福祉の充実のために、指導的な役割を担える高度専門職業人の育成

国際社会で、医学・医療の取組を通し、その普遍的価値を共有できる人材の育成

修士課程[看護学専攻]
豊かな人間性、優れた研究能力、高い倫理観を備えた、看護学教育者・研究者の育成
看護専門職者として、優れた問題解決能力を発揮し、指導的役割を担える人材の育成
看護学の取組を通して、地域社会における保健・医療・福祉に貢献できる人材の育成

02
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旭川医科大学の建学の理念に基づき、地域医療
に根ざした医療・福祉の向上に貢献する医師・
研究者等の養成を積極的に推進する。特に、道
内の高校や医療機関と連携し、地域医療に対す
る強い意欲・使命感を持った学生の積極的な受
入れを推進する。

北海道の医療支援の実績から発展した遠隔医療
の研究、高齢化に対応した脳機能医工学研究の
推進等、地域特性に対応した様々な研究を始め
とする研究の実績を活かし、先端的で特色ある
研究を推進し、新たな医療技術の開発や医療水
準の向上を目指すとともに、次代を担う人材を
育成する。

橋渡し研究支援拠点として、基礎研究成果の臨
床への応用を強力に推進することにより研究成
果の実用化を図り、日本発のイノベーション創
出を目指す。

北海道と連携し、道内の地域医療を担う医師の
確保及びキャリア形成を一体的に推進し、広大
な北海道の医師偏在の解消に貢献する。

地域がん診療連携拠点病院、救命救急センター、
地域周産期母子医療センター、地域災害拠点病
院等として、地域医療の中核的役割を担う。

旭川医科大学の建学の理念に基づき、地域医療
に根ざした医療・福祉の向上に寄与するため、
豊かな人間性と思考力、高い倫理感を有する看
護職を育成する。特に、臨地実習までの学習成
果を確認し客観的臨床能力試験（OSCE）を導入
するとともに能動的学修空間を整備するなど、
学生の意欲に応えるため、教育内容や学修環境
を充実させ、教育効果を高める。

がん看護専門看護師を始め急激な高齢化に対応
した高度専門的人材や指導的な人材を育成する
とともに、看護職の復職支援等によって看護師
不足に対応し、道北・道東を始めとする地域の
医療へ貢献する。

遠隔看護の研究等の取組を活かし、広大かつ厳
しい気候条件にある道北・道東を始めとする地
域の住民の健康保持に貢献する。発展途上国の
保健行政･母子保健における医療人材の育成の
取組を活かし、国際性豊かな医療人を育成し、
国際社会への貢献を目指す。

医学系 看護系

ミッションの再定義とは、各国立大学と文部科学省が意見交換を行い、研究水準、教育成
果、産学連携等の客観的データに基づき、各大学の強み・特色・社会的役割（ミッション）
を整理したものです。

これに基づき、本学としては、今後、大学の強みや特色を伸ばし、さらなる教育・研究・
医療の発展、意欲ある医療人の育成など、その社会的役割を一層果たしていくための機能強
化を図っていきます。

ミッションの再定義

大学の基本的な目標（第４期中期目標期間）

旭川医科大学は、地域医療を担う人材育成という大学設置の原点を踏まえ、更なる
教育・研究・医療等の発展、意欲ある医療人の育成、社会貢献等を果たすため、以下
の基本的な目標を定める。

１．豊かな人間性と基礎的能力をはぐくむ教育を通じ、研究力、実践的能力を持ち、
国際的感覚を備えた意欲的な医療人を育成する。

２．リサーチマインドを涵養し、独創的で質の高い研究を推進する。
３．ステークホルダーとの共創により、地域社会の活性化を図る。
４．地域医療の充実と先端的な医療の推進を図り、多職種協働による安全でレベル

の高い医療を提供する。
５．大学ガバナンス体制の点検・見直しを進め、安定した財務基盤を構築する。
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2021年３月に文部科学省が公表した第５次国立大学法人等施設整備５か年計画では、
国立大学等が「共創」の拠点「イノベーション・コモンズ」へと転換し、その実現に
向けた取り組みが求められている。また、ポストコロナ社会を見据えた教育研究環境
への対応や、効率的な施設整備により老朽改善整備の加速化とともに新たなニーズに
対応した機能強化を図ることがポイントに挙げられている。

基本方針

① 質の高い医学・看護学教育を提供し、優秀で誠実な医療者を育成する拠点

② 地域社会の活性化につなげるステークホルダーと共創するキャンパス

③ 災害に強く安心・安全かつ最善・最先端の医療を提供する拠点

整備方針

• 保有施設スペースを最大限有効活用し、学生活動・学習支援施設への転換
を目指す老朽改善整備を推進する。

• 大学内で安心して過ごせるよう安全面に配慮したセキュリティ対策の整備、
多様な利用者に配慮したバリアフリー対策の整備を推進する。

• 共創活動に重要なプロジェクトに対応するためのスペースマネジメントを
推進する。

• 持続可能な大学経営とするために多様な財源の確保、施設総量の適正化
（トリアージ）による維持管理費のコスト削減を図る。

• 予防保全を基本とし、定期的な点検により劣化状況やリスクを把握し、適
切な維持管理を行う。

• インフラ長寿命化計画（行動計画・個別施設計画）を遂行し、中長期的な
維持管理等に係るトータルコストの縮減、予算の平準化を図る。

基本方針・整備方針
03



キャンパスの現状と課題
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団地名 緑が丘東（大学） 緑が丘（職員宿舎）

敷地面積 231,828㎡ 26,953㎡

建築面積 37,721㎡ 2,934㎡

延べ床面積 123,063㎡ 14,737㎡

棟数 31 7

用途地域 2 1

学生数 1,039人 －

教職員数 1,494人 －

キャンパス敷地については、北海道の地理的中心部に位置し、とりわけ旭川市は道
北の中核都市の位置付けをしており、旭川医科大学のキャンパスは道北地域の医療に
寄与するためには良好な拠点である。

団地は大学及び病院を擁する緑が丘東団地と職員宿舎を擁する緑が丘団地の２団地
である。

緑が丘東団地は、旭川市中心部から南東に約５㎞の市街地に位置し、南側に旭川リ
サーチパーク、東側にリハビリテーション病院、西側に旭川高等看護学院、高等技術
専門学院、中小企業大学校の他に高校、小中学校等の教育施設が立地しており、さな
がら学園都市の様相を醸し出しており、勉学には良好な環境といえる。

 緑が丘東（大学）
 緑が丘（職員宿舎）

04

04-1 キャンパスの概要

引用元：Google社「Google マップ、Google Earth」
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04-2 キャンパスマップ

緑が丘東団地 【医学部、病院】
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04-3 施設の概要【現状と課題】
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04-3 施設の概要【現状と課題】
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04-3 施設の概要【現状と課題】
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04-3 施設の概要【現状と課題】
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04-3 施設の概要【現状と課題】
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■現状 ■課題

・建物は最も古いもので1974年新営よ
り48年が経過しているが、改修計画
が進み病院の再開発を始め、総合研
究棟、講義実習棟、実験実習機器セ
ンター、動物実験施設など改修が進
み、経年による老朽化した未改修建
物はＲＩ研究施設、福利施設、本部
管理棟、体育施設等を残している。

・大学内施設の耐震化率は100%であり、
耐震改修は完了している。また、非
構造部材の耐震対策も完了している
状況である。

・施設実態報告での本学の老朽化率は
17.0％となっており、同規模医科大
学と比較しても改修状況に大きな遅
れがある状況ではない。「教育・研
究」部門の建物については概ね大規
模改修が完了しているが、「大学支
援」、「体育施設」及び「管理施
設」などに属する建物については、
経年45年を超えている状況にあって
も未改修の状況となっている。

・病院については再開発完了から16年
が経過しており、老朽化が進行し、
維持管理費が年々増加傾向にある状
況である。

・学内では大学事業の拡大に伴い大学、
病院を問わずスペース不足が慢性化
している状況となっている。

・学生のキャンパスライフに欠かせな
い福利施設の整備が遅れている。学
生に向けたアンケート調査結果にお
いてもそれは顕著に表れている。ま
たエレベータが未設置であることな
どバリアフリーにも対応していない
ことから早急に整備が必要な状態で
ある。

・ＲＩ研究施設は老朽化，陳腐化が著
しいことから以前より大規模改修を
整備計画に盛り込んでいたが、改修
には多額の費用を要することから将
来を見据えた研究施設の必要性、規
模等を改めて検討する必要がある。

・屋外運動施設は，老朽度，活用度か
ら緊急性を考慮して整備をしていか
なければならない。

・本部管理棟の老朽化と陳腐化が著し
い状況である。大学運営において中
枢的な役割を持ち、多くの学内者及
び来学者が利用する施設であるにも
かかわらずエレベータの設置が無い
等、バリアフリー対策を初めとした
大規模改修の整備が急務の状態であ
る。

・看護師宿舎の老朽化も進む中で入居
率低迷が続いていることから，宿舎
用途の縮減、多用途への変換など利
活用の検討が必要な時期である。

・廃棄物処理施設は用途を廃止してい
るが，既存の設備機器が残存してお
り，その撤去を含めた取り壊し又は
転用が必要である。

04-3 施設の概要【現状と課題】
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パブリック
ゾーン

駐車場

管理・共通
ゾーン

駐車場
駐車場

駐車場 駐車場 駐車場

管理・共通
ゾーン

教育・研究
ゾーン

運動施設
ゾーン病院ゾーン

□教育・研究ゾーン
・総合研究棟 ・講義実習棟
・臨床研究棟 ・看護学科棟
・共用研究棟 ・共通棟A・B
・臨床講義棟
・福利施設（保健管理センター）
・学内共同施設～実験実習機器センター

動物実験施設
ＲＩ研究施設

□病院ゾーン
・玄関棟 ・外来診療棟
・病棟 ・中央診療棟Ａ・Ｂ
・特殊診療棟 ・ＭＲＩ－ＣＴ装置棟
・高エネルギー施設 ・臨床講義棟
・病院食堂棟 ・看護師宿舎
・医療情報棟 ・トリアージ施設

□管理・共通ゾーン
・本部管理棟 ・図書館
・中央機械室 ・保育所
・廃棄物処理施設

□パブリックゾーン
・緑地 ・大学の森

□運動施設ゾーン
・体育館 ・武道場
・体育管理施設 ・弓道場
・野球場 ・陸上競技場
・サッカー、ラグビー場・テニスコート

□駐車場
・来院者駐車場 ・学生教職員駐車場
・看護師宿舎駐車場 ・病院職員用駐車場

配 置 図

04-4 敷地利用とゾーニング



Asahikawa Medical University Campus Master Plan 2022 18

・緑が丘東団地の敷地全体面積は
231,828㎡、建ぺい率16％（ 法
60％ ）容積率53％（法200％）、第
２種中高層住居専用地域内にある。

・キャンパスは南北に長い敷地で，大
きくは北側から順に病院ゾーン，教
育研究ゾーン、運動施設ゾーンの３
つに分けられ、病院ゾーンの西側に
居住ゾーン（看護師宿舎）、教育研
究ゾーンの東西に管理共通ゾーンを
設けて、教育研究と病院の有機的な
結合を図っている。

・学部へのアプローチは東側公道（幅
員18ｍ）からとなっており、病院へ
のアプローチは路線バスが乗り入れ
ている北側公道（幅員25ｍ）からと
なっている。

・周辺道路から主要施設の間には，駐
車場や緑地を設けることで、周辺環
境の変化による影響を最小限に抑え
ている。

・将来需要に対応するための用地確保
については、教育研究ゾーンに1,800
㎡と3,300㎡の用地、運動施設ゾーン
に10,000㎡の用地を確保している。

・本学のキャンパスは、旭川市から避
難所に指定されている。

・地域・社会との連携等が求められる
中で、学外の方が気軽に利用できる
ような施設やスペースが不足してい
る。また南側にはアプローチがなく、
今後の大学利用者の拡大も視野に入
れ、整備計画の検討が必要である。

・北側にある「大学の森」はパブリッ
クスペースとして、市民、近隣、来
院者の憩いの場として整備されてい
るが、利用者は多くない。

・救急外来へ導線がスムーズではなく
改善が望まれている。

・現状の病院周辺の課題解決には将来
の病院再開発を考慮し、長期的な計
画を策定する必要がある。

・病院外来者用駐車場は2018年に増設
されたことにより慢性的な駐車場の
不足が解消された。しかし教職員及
び学生用駐車場の不足は解消されて
おらず、路上駐車が問題とされてい
る。施設整備と運用面の両方をあわ
せて検討する必要がある。

・運動施設ゾーン東側の将来用地は駐
車場として整備することを考慮する
必要があるため運動施設ゾーンから
外すことが考えられる。

■現状 ■課題

04-5 敷地利用の現状と課題
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①主要動線計画
・主要動線については、大きく、病院関係、学部関係に分けて考えられている。
・医学部は、団地東側市道から進入、病院は団地北側道道からの進入がメインアプ

ローチである。
・建物群の外周に車両動線を回し、そこに駐車場を配している。

②歩行者動線
・歩道と車道が分離されていないため、カラーコーンにより歩車道分離に対応して

いる。
・病院時間外玄関から来院者用第１駐車場までの間は、一般車の通行が多いため、

歩行者の安全を考慮して横断歩道を設置している。
③サービス用車両

・病院については外来診療棟１階からアプローチしている。
・病院正門の交通量が多くなっている。

エリア名称 凡例 主な動線名称
学部系エリア 学生アプローチ

患者アプローチ
病院系エリア 職員アプローチ

サービス
運動施設エリア

キャンパス配置図

04-6 動線の現状と課題

■現状
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①主要動線計画
・駐車場の管理は、医学部・病院共ゲート管理しており、今後も継続する。
・学部及び病院では一部、歩車道分離が明確になっていないため、安全に通行する

ための道路整備について検討する。
②歩行者動線

・学部正門から臨床講義棟までの間について、歩車道分離がなされていなく通行に
支障が考えられるため歩道の設置を検討する。

・病院正門から病院玄関までの歩行者動線が車動線と交差しており、対策が必要で
ある。

③地域住民を意識した動線
・本学は避難場所になっているが、南側から通用道路がないことは避難者受入に支

障を来すことが考えられる。また、周辺の交通量を調整するためにも今後、整備を
検討する。

④サービス用車両動線
・メイン車両動線から、メンテナンス・物品搬入、廃棄物等の出入り口となる各建

物のバックヤードにつながるように計画する。
・看護学科、解剖室周辺の道路が狭く交通に支障がある。

⑤救急車両の動線
・病院正門から、救急外来へ向かう救急車両の動線がスムーズではなく改善の検討

が必要である。
⑥路上駐車による交通障害

・日常より路上駐車が絶えず、サービス車両の通行時に支障が発生するため、駐車
場の運用及び整備の両面から検討する。

■課題

⑤

③

⑥
④

②

②

キャンパス配置図

04-6 動線の現状と課題

引用元：Google社「Google マップ、Google Earth」
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駐車場 配置図

■現状

・敷地の外周に駐車場を配している。
・学部側駐車場は、学生・教職員、病院職員に分けてそれぞれゲートによる管理をし

ている。
・病院側はゲート管理している来院者用駐車場を２か所設けている。
・入構車両、駐車場はゲート管理とし基本的に有料化している。
・冬季間は雪の影響で駐車可能台数が減少するため特に不足と感じやすい。
・運動施設横の路上駐車は常時30台程度となっている。
・病院系教職員用駐車場は発行枚数に対して駐車可能台数が半分以下となっており

9:00～15:00では不足状態となっている。

凡例

病院系 駐車場

学部系 駐車場

04-7 駐車場の現状と課題

■課題

・大学内において病院系の駐車場は慢性的に駐車可能台数が不足している。これは路
上駐車の原因にもなっており、サービス車両の通行時に支障が発生している。

病院系駐車場を改善することが一つの解決策となっているが、安易な駐車場の増
設はキャンパス全体の将来計画にも影響することから、施設整備による改善だけで
はなく、運用面及び利用者数を減らす工夫なども視野に入れキャンパス全体のバラ
ンスを考慮し計画を推進する。
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■現状

インフラについては、病院を有するキャンパスであることから、災害に強く、確実
に供給できるものとしなければならない。

このため、別途「旭川医科大学インフラ長寿命化計画」に基づき整備を進め、状況
に応じて見直すこととする。

■課題

①電気
・現在は、北海道電力旭川変電所から学部・病院用として特別高圧33ｋVで受電し、

契約電力3,400ｋWの１回線で運用している。
・また、看護師宿舎用として高圧６ｋVを引き込んでいる。
・発電機設備は非常用発電機2,000KVＡ１台、常用発電機1,200KVA１台を設置して

いる。2020年度に常用発電機を更新し、発電時の廃熱利用するコージェネレー
ションシステムとして２４時間運転している。

・非常時は、非常用・常用発電機の計2台で電源を確保することとしている。
・2009年より図書館屋上に30ｋＷの太陽光発電装置を設置した。年間約25,000kWh

を発電している。
②通信

・電話設備は2014年にデジタル交換機の更新を行った。
・キャンパス情報ネットワークについては、学内LAN、院内LAN（病院総合情報シ

ステム）が構築されている。
③給水

・飲用水は市水と地下水（専用井戸1本）の2つを供給源とし、受水槽（480ｔ）で混
合して各建物に供給している。地下水は2016年から地下水浄化装置により供給し
ている。

・雑用水は専用井戸2本より雑用水用受水槽（750ｔ）に入り、各建物へ供給してい
る。

④排水
・構内排水管は、雨水系統と汚水系統に分流して公共下水道に放流している。
・2016年12月から下水道量メーターを設置した。
・ＲＩ排水・剖検排水は、それぞれ処理された後に排水している。
・実験用廃液は放流禁止とし、回収の上、専門業者による処分としている。

⑤ガス
・旭川ガス（株）から都市ガス（13A・45MＪ／ｍ３ N）の供給を受けてボイラー

（９基）及び常用発電設備及びガスヒートポンプエアコンの燃料としている。
・地中埋設管は、耐震性が有り腐食しないポリエチレン管への更新が完了している。

04-8 インフラの現状と課題



①耐震化
建物構造の耐震化
・全ての建物が耐震性能を満たしてい

る。
・非構造部材の耐震化については現基

準に基づき、対象となる箇所は措置
済である。（体育館、武道場、玄関
棟、臨床講義棟）

②災害拠点病院として機能強化
〇電力
・非常用発電機を設置しており、３日

分の稼働（機能の一部）を確保して
いる。

・ガスの供給が可能であれば非常用発
電機に加え、常用発電機の稼働が可
能。

〇電話
・衛星携帯電話を有している。
・ドクタースマホによる通信手段（通

話、LINEWors）

〇給水
・飲料用については井水浄化システム

が稼働であれば供給可能。
・雑用水については井水ポンプが稼働

であれば供給可能。

〇備蓄
・非常食３日分を含め、非常用品を備

蓄した仮設倉庫を有している。

③減災対策
・転倒防止

安全パトロールにより、大型ロッ
カー等の転倒防止対策を推進してい
る。

・ガラス飛散防止
体育館のみ措置済

・ポータブルボンベ
緊急時の対応として各病棟に備え付
けている。

・安全点検
法令で定められている点検の他，安
全パトロール、安全自主点検、防火
自主点検などを行っている。

②災害拠点病院として機能強化
○電力
・特別高圧33ｋＶ１回線で、予備回線

がない（電力会社のインフラ故障した
場合、発電機のみとなる）

〇給水
・停電時またはポンプ破損時の対応。

③減災対策
・防災意識に個人差があり、意識の向

上が望まれる。

■現状

04-9 防災・危機管理の現状と課題

■課題
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05-1 施設整備計画
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05-1 施設整備計画
施設整備計画についてはこの老朽化状況を見据え、基本方針、整備方針に基づき施設

の課題を解消し、老朽改善整備の加速化とともに新たなニーズに対応した機能強化を図
るものとする。
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05-1 施設整備計画
2021年度に策定された「第５次国立大学等施設緊急整備５か年計画」及び第４期中期目

標・中期計画に沿った施設整備を計画する。また、今後の老朽化状況、大学の情勢等によっ
ては施設整備計画の内容を更新することも想定する。

施設の維持管理については、建物別修繕計画書に基づき、予防的な施設の点検・保守・修
繕を実施している。また、2016年度に「インフラ長寿命化計画（行動計画）」を策定、
2019年度に「インフラ長寿命化計画（個別施設計画）」を策定した長期修繕計画に基づき、
修繕等を実施する。

個別施設計画修繕年 ● 実施済

個別施設計画修繕年（屋上防水） ● 実施済（屋上防水）

2022年12月

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年

建　　物

学  部

講義実習棟

実験実習機器センター（1）

体育館

福利施設

中央機械室

総合研究棟

本部管理棟

動物実験施設Ｋ棟

動物実験施設Ａ棟

RI研究施設

臨床講義棟

体育管理施設

廃棄物処理施設

図書館

図書館（増築）

犬舎

危険物保管庫

弓道場

実験実習機器センター（2）

武道場

物品庫

臨床研究棟

看護学科棟

病  院

病棟

中央診療棟（Ａ）

中央診療棟（Ｂ） ●

玄関棟 ●

外来診療棟 ●

新病棟

特殊診療棟

新特殊診療棟

高エネルギー施設

MRI-CT装置棟

医療情報棟 ●
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05-1 施設整備計画
年

 
表

20
41

-2
05

0
20

31
-2

04
0

19
71

-1
98

0
19

81
-1

99
0

19
91

-2
00

0
20

01
-2

01
0

20
11

-2
02

0
20

21
-2

03
0

19
76

年
・

中
央

診
療

棟
（

Ａ
）

・
中

央
診

療
棟

（
Ｂ

）
・

外
来

診
療

棟
・

玄
関

棟

19
77

年
・

病
棟

19
81

年
・

特
殊

診
療

棟

19
99

年
・

医
療

情
報

棟

20
01

年
・

新
病

棟

19
90

年
・

M
RI

-C
T棟

Ⅰ
期

病
院

再
開

発
19

98
～

20
06

年
（

増
改

築
型

）

築
約

26
～

28
年

経
過

築
約

25
～

26
年

経
過

築
約

23
年

経
過

（
築

約
12

年
経

過
）

19
76

年
・

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

施
設

Ⅱ
期

病
院

再
開

発

（
一

部
改

修
）

整
備

後
約

30
年

経
過

整
備

後
約

35
年

経
過

築
約

46
年

経
過

築
約

37
年

経
過

築
約

60
年

経
過

基
本

計
画

C
M

P
20

09
C

M
P

20
16

C
M

P
20

22
C

M
P

20
28

C
M

P
20

34

旭
川

医
科

大
学

病
院

整
備

計
画

（
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
）



Asahikawa Medical University Campus Master Plan 2022 28

05-2 施設マネジメントの推進
旭川医科大学の理念・目標の実現のために保有施設を戦略的に運営し、総合的かつ

長期的視点から教育研究活動に対応した適切な施設を確保・活用することを目的とす
る。

旭川医科大学では法人化以後、教育研究の強化や病院事業の強化に伴い保有面積が
漸増しており、それに伴いランニングコストも増大している。また、施設の老朽化に
起因するエネルギーコストの増大、エネルギー価格の上昇などそれらを含めた維持管
理費の増大は大学経営に直結するため、今後の施設マネジメントは経営者層のリー
ダーシップによる戦略的かつ積極的な取り組みが不可欠である。

■現状

文部科学省の第５次施設整備５か年計画では今後、求められる大学の施設整備の方
向性としてキャンパス全体を「イノベーション・コモンズ（共創拠点）」とする実現
に向けた取り組みが求められている。「産業界との共創」、「教育研究の機能強化」、
「地方公共団体との共創」が挙げられているが、これらを推し進めるためには重要な
プロジェクトに対応する新たなスペースの需要が今後、高まることが想定される。

■課題

国の維持管理予算が減少している厳しい状況の中で、こうした需要に対応するため
には新たな施設の新増築だけでは膨大なライフサイクルコストが将来の大きな負担と
なるため、新増築の抑制を図る上でも本学の保有施設の集約化や減築及びスペースの
再配分を行い、既存施設を有効活用する体制・仕組みの構築が重要である。

■内容

施設マネジメント

1.クオリティマネジメント

安心・安全の確保

教育研究に必要な機能の確保

3.コストマネジメント

施設に係るコストの削減

財源の確保

2.スペースマネジメント

施設の有効活用の徹底

スペースの適切な配分

クオリティ・スペース・コストの３つ視点から検討を行い、総合的なバランスを図
りながら実施する。

・施設の改修、新増改築等の事業
・定期的な改修・更新や点検保守等の維持管理
・既存施設の有効活用（スペースの再配分や稼働率の向上）
・光熱水費の削減等の省エネルギー対策の推進
・取り組みに必要な全学的な仕組みの構築・安定的な財源の確保



Asahikawa Medical University Campus Master Plan 2022 29

３．コストマネジメント

• 施設に係るコストの削減や財源の確保においては、大学の保有施設を最大限に
有効活用するために新増築を極力抑制しながら施設総量の最適化（トリアー
ジ）を推進する。

• 老朽化の進んだ研究施設、職員宿舎及び看護師宿舎などは時代の移り変わりと
共にニーズも変化していることから今後、効率的な維持管理を推進するため廃
止や集約を視野に入れ検討する。

• 維持管理費の確保ではスペースチャージ、外部貸付及び定期借地権使用料など
徴収料の使途を維持管理費に充てるなど予算の明確化を検討する。

• 大学病院では2021年度より運用している管理一体型ESCO事業を軸に、引き続
きエネルギー使用量のモニタリングや管理を行い、省エネルギー推進を促進し、
コストダウンを図る。

• 安心・安全の確保では建築基準法に基づく定期点検を始め、日常巡回点検、安
全衛生パトロール等を実施した際に得られた具体的な施設の状況・診断結果
（施設データ）情報を一元化して収集し、緊急性の判断、予防保全計画の策定
及び施設整備計画の策定を円滑に行えるよう推進する。

• 教育研究に必要な機能の確保では新増築・改修工事後に施設満足度調査を引き
続き実施し、適切な施設が提供・活用されているかの点検評価を行う。

• 新たな教育研究活動に伴う施設の要望については、それらのデータを活用し、
利用者との十分なヒアリングを行い、最小限の投資によって最大の効果をあげ
る取り組みを推進する。

１．クオリティマネジメント

２．スペースマネジメント

• 施設の有効活用の徹底や教育研究に必要な機能の確保では、共同利用スペース
を捻出するため、既存のスペース利用状況について実態調査を引き続き実施す
る。結果については施設・環境計画専門部会をはじめ、施設に関する委員会等
に報告を行い、再配分に向けた取り組みを推進する。

• 再配分については大学の強みをさらに伸ばすための重点的スペースや共創拠点
を推進するうえで重要なプロジェクトに対応するスペースに優先的に配分する
ことを検討する。

• スペースチャージ制度についても、実態調査の結果を踏まえて対象範囲の拡大
に向けて準備を進める。

• スペースチャージ制度の実効性を上げるためにも徴収した料金の使途を目的に
合わせ明確にすることや料金の改定もあわせて検討を進める。

■取組方針

05-2 施設マネジメントの推進
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05-3 省エネルギーの推進

• 2021年度の電力、ガスの総エネルギー消費量は395千GJ（前年度比9.6％減少）。
二酸化炭素ガスの排出量は19,521トン（前年度比13.7％減少）である。
エネルギー消費量、二酸化炭素ガス排出量が減少した要因は、2021年度から開始
したＥＳＣＯ事業により、コジェネレーションシステム、高効率ボイラー、ＬＥＤ
照明器具等の省エネ機器導入によるものである。

• エネルギー構成比（2021年度）は電力33％、ガス67％。
ガスの割合が高いのは、常用発電機であるコージェネレーションシステムの燃料に
ガスを使用しているためである。

• 太陽光発電設備（発電容量30kW×1基）
2021年度の発電量は27千kWhで全体電気使用量の0.12%である。また、太陽光発電
による二酸化炭素ガスの削減量は13トンである。

■現状

• エネルギー消費量の低減は引き続きエネルギー使用状況の公開と省エネ意識の啓
発を継続していくことが重要である。

• 温室効果ガスの排出量については、政府が示した地球温暖化対策計画（令和3年10月
22日閣議決定）において、2030年度までに国全体で2013年度比46％削減するととも
に、部門ごとに目標値を定めており、国立大学法人等が属する業務その他部門にお
いては、2013年度比で51％削減が求められており、さらなる省エネ化を促進してい
くことが重要である。

• カーボンニュートラルに向けた取組については、政府が掲げる2050年までの実現に
向けて、ゼロカーボンキャンパスに向けたロードマップの作成が課題である。建物
設備の定期更新年を定め、各時代のトップランナー機器への更新、新築・改築なら
びに大規模改修時には建物性能のZEB基準を計画し、エネルギー消費量削減を図る。
また、省エネに関するだけでなく、太陽光発電設備等の創エネルギーに関する取組
やSDGsのエネルギー・環境保全に関連した目標への取組を推進していく必要がある。

■課題
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05-3 省エネルギーの推進
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■職員宿舎【緑が丘団地】概要

団地名 緑が丘（職員宿舎）

敷地面積 26,953㎡

建築面積 2,934㎡

延べ床面積 14,737㎡

棟数 7

用途地域 1

学生数 －

教職員数 －

■職員宿舎配置図

本学の職員宿舎は旭川医科大学開学に
あわせて教職員用宿舎として1973年より
1980年にかけて建設された。

当時は12棟所有していたが、２度の譲
渡を経て現在では７棟の所有となってい
る。

敷地周辺は小学校及び中学校等の教育
施設が立地しており、勉学には良好な環
境である。
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■施設の概要

■現状

・建物は最も古いもので1973年の新営
より49年が経過しており、老朽化が
著しい状況となっている。また、現
在の入居率は10％程度となっている。

■利活用計画

・職員宿舎の存続については2022年度
11月役員会で廃止の意向が決定され
たことに伴い、敷地及び建物の売却
を推進する。



本誌は環境配慮のため冊子印刷は行わず、Webで公表します。

国立大学法人

旭川医科大学
National University Corporation
Asahikawa Medical University

［企画・ 編 集］
施設・環境計画専門部会

［ 発 行 年 月 ］
2023年3月

［ 編 集 担 当 ］
旭川医科大学事務局施設課
〒078-8510 北海道旭川市緑が丘東2条1-1-1
Tel 0166-68-2172
E-mail : sis-kikaku@jimu.asahikawa-med.ac.jp
https://www.asahikawa-med.ac.jp

Asahikawa Medical University Campus Master Plan 2022 34




